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研究背景・目的

医薬品製造時に発生する、PTPシート(樹脂とアルミ箔で構成)やシングルユ
ース資材(多層フィルム、チューブ、コネクターで構成)のプラスチック複合材の
廃棄物は、異なる材料を組み合わせたものであるため既存技術によるマテリ
アルリサイクルが困難であり、現状は焼却処分されている。
本研究では、これらプラスチック複合材のマテリアルリサイクル技術の確立
および製品化を目的とし、そのための研究開発を実施する。これにより、富山
県内で完結する廃プラスチックリサイクルのスキームを確立するとともに、輸
送時のCO2排出量の抑制も目指す。

研究成果

●PTPシートのリサイクル

20Lヘンシェルミキサー

内部の加熱温度や材料投入量
などを検討

オイルによる内部加熱

外観
内部構造

●シングルユース資材のリサイクル

整流板

温度センサー

回転羽根

本技術では、はく離したアルミ
箔が樹脂に再付着することなく
、分離分別可能

※従来技術：はく離したアルミ箔が静電気
や粘着成分による樹脂への再融着が発生

リサイクルコンパウンド品の各種物性値

・試料番号②および③
建材等の用途を想定した場合に
利用できる可能性ありとの見解

リサイクル材の用途拡大に期待
※これまでは、アルミ箔のコンタミに
より、用途が限定されていた

高い分離性を有するクロスフローシュレッダにて処理
→アッセンブリが付属したままのもので実施したが、砕かれるのみ
粉砕機の改造などの仕様検討が必要
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